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主な内容
●YUFU交流推進事業
●市報ゆふが新しくなりました！
●平成25年度 下半期財政状況報告
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由
布
市
は
、
市
内
の
各
種
団
体
が
国
外
、
国
内
へ
の
視
察
や
研
修

を
通
じ
て
実
施
す
る
交
流
の
推
進
活
動
や
、
人
材
育
成
や
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
市
内
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

１
．
対
象
と
な
る
団
体

由
布
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、

そ
の
半
数
以
上
の
方
が
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
団
体
と
し
ま
す
。

２
．
対
象
と
な
る
事
業

原
則
と
し
て
由
布
市
の
地
域
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
目

的
と
し
た
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

３
．
補
助
金
額

原
則
と
し
て
１
団
体
に
対
し
50
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
し
ま

す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
補
助
金
の
交
付
は
１
事
業
１
回
と
し
ま
す

が
、
事
業
が
複
数
年
度
に
わ
た
り
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
場

合
に
限
り
、
２
回
を
限
度
と
し
て
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

４
．
申
込
方
法

６
月
６
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

５
．
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課 

企
画
調
整
係
（
庄
内
庁
舎
）

☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

　
な
お
、
平
成
25
年
度
は
表
の
と
お
り
４
団
体
に
補
助
金
が
交
付
さ

れ
、
国
際
交
流
・
国
内
交
流
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
月
号
で
創
刊
１
０
４
号
を
迎
え
る
市
報
ゆ
ふ
。
今
ま
で
以
上
に
情
報
の
見
や
す
さ

を
追
求
し
、
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ま
に
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
も
ら
え
る
、
思
わ
ず
手

に
取
っ
て
読
み
た
く
な
る
情
報
誌
を
目
指
し
て
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
市
報
ゆ
ふ
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
紙
面
構
成

●
市
政
ニ
ュ
ー
ス
…
市
の
施
策
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ゆ
ー
ふ
ー
主
任
の
ま
ち
か
ど
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
…
市
内
で
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
を
写

真
付
き
で
紹
介
し
ま
す
。

●
健
康
ナ
ビ
…
休
日
当
番
医
や
、
健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
で
す
。

●
ゆ
ふ
ス
ポ
！
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
情
報
…
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

●
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ
図
書
館
だ
よ
り
…
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

●
く
ら
し
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
…
講
座
、
募
集
、
公
民
館
情
報
等
を
掲
載
し
ま

す
。

●
教
え
て
！
甲
斐
指
導
員
…
農
業
に
つ
い
て
の
豆
知
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
報
「
木ゆ

ふ綿
の
山
通
信
」
…
市
内
の
文
化
財
等
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
…
お
誕
生
日
を
迎
え
る
ゆ
ふ
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
。

●
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
…
市
長
の
エ
ッ
セ
ー
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

　由布市では、由布市内に住所を有し、農産加工等を行う組織や食品加工業者等を対象に、農林産物の地域資源
を活用した研究および商品開発、販路拡大、施設整備の取り組みを支援しています。商品開発やさらなる販路拡
大を目指す方は、ぜひご応募ください。

●支援メニュー
①研究開発支援事業（補助率10／10以内・補助限度額10万円）

由布市の農林水産物等の地域資源を活用し、新たな商品化につなげるための調査研究および試作品開発等を
支援します。

②商品化促進支援事業（補助率１／２以内・補助限度額100万円）
由布市の農林水産物等の地域資源を活用した新たな商品開発を支援します。

③販売力強化支援事業（補助率１／２以内・補助限度額100万円）
由布市の農林産物の地域資源を活用した商品の販路を拡大する取り組みを支
援します。

④施設整備支援事業（補助率１／３以内・補助限度額300万円）
由布市の農林産物の地域資源を活用した加工・販売施設の整備、機械器具等
の導入を支援します。

※詳しい募集要領および申請書類は、由布市農政課（挾間庁舎）、庄内および湯
布院の各地域振興課に設置しています。

●申込締切　７月４日㈮

●問い合わせ　農政課企画振興係　☎097–583–1111（内線1328）

特産品づくりにチャレンジしませんか？

市政ニュース

国
際
交
流
、
国
内
交
流
活
動
を
応
援
し
ま
す  

〜
Ｙ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
交
流
推
進
事
業
〜

市
報
ゆ
ふ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！ 平成25年度ＹＵＦＵ交流推進事業実施結果

団体名 代表 事業場所 事業名 事業内容 補助金額（円）

永慶寺山登83戸
組合 小原 美之 由布市

庄内町五ヶ瀬
ふれあい山桜
の里山づくり

荒廃した山林原野を伐採開墾し、
山桜や広葉樹を植栽する。その
際APU外国人留学生と地元父兄
小学生を招き下刈作業を体験し
国際交流を図る。

500,000

庄内神楽座長会 日野 康善 由布市
庄内町大龍

全国神楽大会に
係る

交流事業

平成24年、「登米市民俗芸能大
会」において庄内神楽が出演。
平成25年度は由布市で開催され
る全国神楽大会へ登米市の団体
を招き、由布市民・由布市の神
楽関係者と交流を持ち、文化交
流を行った。

500,000

『いなかの風』
朴木 西郡 正俊

由布市
挾間町朴木

臼杵市
野津町

「ワイワイ・ワ
クワクみんなで
仲間になろう

会」ふるさと作
り

・朴木から心地よい風を吹かせ、
その風が朴木に訪れた人や住
んでいる人の心を震わせ、感
動を与えることができる「い
なか」にして行く。

・棚田が広がる朴木地区で農業
体験をし、年々増える耕作放
棄地の解消を図る。

・地域資源を活用して、住んで
いる人が自慢できる村づくり
を行うことにより、村の活性
化を図る。

500,000

由布ポタジェ 佐藤 周二 由布市
湯布院町

ゆふいん
マーケット

湯布院町の中央児童公園で、庄
内・挾間・湯布院・大分県内農
業生産グループの生産者による
農産物の直売、料理人や飲食店
による屋台、加工食品や工芸品
の販売などを行い、「食」を通じ
て農業と観光の出会いの場の交
流を創造する。

500,000
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皆さんが
市に納めた税金は
109,909円

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
57,263円

民生費
147,917円

衛生費
36,864円

農林水産業費
20,207円

商工費
4,628円

土木費
15,997円

消防費
22,727円

教育費
71,656円

公債費
51,975円

その他
15,831円
平成26年3月末

人口35,661人で算出

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
本
人
通
知
制
度
の
登
録
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
の

無
断
使
用
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
制
度
が
広
ま
る
こ
と
は
、
身
元
調
査
を
必
要
と
し

な
い
、
そ
の
人
自
身
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
が
当
然
と
さ

れ
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
由
布
市
で
は
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
不
正
取
得
に
よ
る
、
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図

る
た
め
、
こ
の
制
度
を
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
人
権
・
同
和
対
策
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

 

（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

　
大
分
県
と
県
内
全
市
町
村
は
、
給
与
所
得
者
の
方
々
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
税
の
賦
課
徴
収
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
特
別
徴
収
制
度
の
適
正
実
施
に

向
け
て
協
働
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
由
布
市
で
は
特
別
徴
収
の
指
定
を
す
る
事
業
主
の
皆
さ

ま
へ
、
５
月
中
旬
に
「
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者

で
あ
る
従
業
員
等
（
給
与
所
得
者
）
に
代
わ
っ
て
、
毎

月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
徴
収
し
納
入
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
市
民
税
係

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

 

（
内
線
１
４
６
・
１
４
７
）

●
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

・
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
納
付
す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

・
納
付
が
遅
れ
た
た
め
督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞
金
が
追

徴
さ
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
口
座
振
替
に
つ
い
て

・
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
翌
年
度
以
降
も
継
続
さ

れ
ま
す
。

・
引
落
不
能
分
の
再
引
落
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
納
期

限
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
振
替
申
込
書
提
出
日
の
翌
月
末
か
ら
の
開
始
と
な
り
ま

す
が
、
申
込
書
の
内
容
に
つ
い
て
金
融
機
関
で
の
照
合

確
認
等
に
日
数
が
必
要
な
た
め
、
毎
月
20
日
頃
ま
で
に

提
出
さ
れ
る
と
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

●
固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
の
注
意

・
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
が
納
税
義

務
者
と
な
り
ま
す
。
土
地
・
建
物
等
の
相
続
な
ど
に
よ

り
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
新
し
く
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
申
込
書
）
を
記
入
の
際
は
、
納
税

通
知
書
ご
と
に
通
知
書
番
号
ま
た
は
納
税
義
務
者
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

・
大
分
銀
行
・
豊
和
銀
行
・
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫

・
大
分
県
信
用
組
合
・
大
分
県
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
通
帳
、
届
出
印
、
納
税
通
知
書
等
通
知
書
番
号
が
分
か

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
収
納
課(

庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

 

（
内
線
３
０
２
・
３
０
３
）

　
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限

の
６
月
２
日
㈪
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま

す
。
振
替
が
確
認
で
き
た
方
に
は
６
月
中
旬
に
納
税
証
明

書
（
継
続
検
査
用
）
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
納
期
限
の

前
日
（
通
常
は
５
月
30
日
）
ま
で
の
車
検
に
は
、
前
年
度

の
納
税
証
明
書
を
ご
使
用
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
方
で
納
税
証
明
書
が
届
く
前
に
車
検
を
受

け
ら
れ
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
軽
自
動
車
税
が

引
き
落
と
さ
れ
た
通
帳
（
記
帳
済
み
の
も
の
）
を
市
役

所
の
証
明
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
無
料
で
納
税
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

 

（
内
線
１
４
６
・
１
４
７
）

　
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
に
基
づ
き
、
関
係
法
令
等

の
改
正
が
行
わ
れ
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
が
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
臨
時
的
に
年
間
１
，
０
０
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
（
市
民
税
５
０
０
円
、
県
民
税

５
０
０
円
）

　
こ
の
引
き
上
げ
に
よ
る
税
収
は
、
由
布
市
・
大
分
県
で

実
施
す
る
防
災
・
減
災
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
市
民
税
係

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１

 

（
内
線
１
４
６
・
１
４
７
）

市政ニュース

あ
な
た
の
人
権
を
守
る
た
め
に

登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
を

口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
適
正
実
施
に
つ
い
て

便
利
で
安
心
！！

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間

個
人
住
民
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

市有財産の状況

その他の会計
会計名 予算額 支出済額 率

上水道事業

収益的収入 5億 233万円 4億9,970万円 99.5%

収益的支出 5億5,720万円 5億3,191万円 95.5%

資本的収入 4億2,993万円 4億2,540万円 98.9%

資本的支出 6億7,522万円 6億4,416万円 95.4%

会計名 予算額 収入済額 率 支出済額 率

国民健康保険 45億7,557万円 42億2,870万円 92.4% 40億7,642万円 89.1%

介 護 保 険 39億7,162万円 37億6,516万円 94.8% 35億 186万円 88.2%

後期高齢者医療 4億1,930万円 4億1,560万円 99.1% 4億 372万円 96.3%

簡易水道事業 2億4,695万円 2億1,924万円 88.8% 2億 829万円 84.3%

農業集落排水事業 9,478万円 9,198万円 97.0% 9,060万円 95.6%

健康温泉館事業 1億3,203万円 1億3,128万円 99.4% 1億2,505万円 94.7%

市債（市が借りているお金）の現在高見込
228億1,344万円

　市債は道路や学校、水道施設などを
建設する場合などに発行しています。
　小中学校の耐震化整備の増等により、
前年度同期の残高よりも８億1,154万
円増額となっています。
一 般 会 計 188億5,711万円
上 水 道 事 業 会 計 24億9,914万円
簡 易 水 道 事 業 会 計 7億0,685万円
農業集落排水事業会計 6億1,366万円
健康温泉館事業会計 1億2,000万円
介 護 保 険 会 計 1,668万円

一時借入金の状況
平成26年３月31日現在、一時借入金
の現在高はありません。

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知っていただくために、年
２回財政状況を公表しています。今回は、平成25年度下半期（平成26年３月31日現在速報
値）の状況についてお知らせします。
　平成25年度の一般会計予算は、当初174億771万円でスタートし、その後の補正で182億
1,564万円となりました。この予算額に対する収入済額は163億415万円（収入率89.5％）、
支出済額は158億7,146万円（執行率87.1％）となっています。
　なお、決算確定値については11月に発行する市報でお知らせする予定です。

問い合わせ◆財政課財政係（庄内庁舎）  ☎ 097-582-1111（内線 217 〜 219）

平成25年度下半期 財政状況報告

一般会計
●歳入（市に入ってきたお金）

区　分 予算額 収入済額 率

市 税 38億6,041万円 39億1,945万円 101.5%

地 方 譲 与 税 2億 349万円 2億 59万円 98.6%

利子割交付金 695万円 680万円 97.8%

配当割交付金 447万円 831万円 185.9%

地方消費税交付金 3億4,277万円 3億4,290万円 100.0%

地 方 交 付 税 55億1,310万円 58億 929万円 105.4%

分担金および負担金 4億8,583万円 4億1,631万円 85.7%

使用料および手数料 2億6,500万円 2億4,151万円 91.1%

国 庫 支 出 金 21億 561万円 17億2,217万円 81.8%

県 支 出 金 14億9,949万円 11億2,770万円 75.2%

繰 入 金 540万円 158万円 29.3%

諸 収 入 1億4,773万円 1億2,052万円 81.6%

市 債 29億8,422万円 17億2,792万円 57.9%

そ の 他 7億9,117万円 6億5,910万円 83.3%

合 計 182億1,564万円 163億 415万円 89.5%

土　　地 建　　物 出資金 基　　金

26,187,125.38㎡ 169,520.51㎡ 4億393万円 67億9,293万円

●歳出（市が使ったお金）
区　分 予算額 支出済額 率

議 会 費 1億8,849万円 1億7,943万円 95.2%

総 務 費 25億7,591万円 20億4,206万円 79.3%

民 生 費 55億2,494万円 52億7,486万円 95.5%

衛 生 費 14億 733万円 13億1,460万円 93.4%

労 働 費 560万円 560万円 100.0%

農林水産業費 8億 804万円 7億2,061万円 89.2%

商 工 費 1億8,958万円 1億6,505万円 87.1%

土 木 費 13億4,994万円 5億7,046万円 42.3%

消 防 費 10億8,153万円 8億1,046万円 74.9%

教 育 費 27億2,968万円 25億5,531万円 93.6%

災 害 復 旧 費 1億 382万円 1,733万円 16.7%

公 債 費 18億5,576万円 18億5,348万円 99.9%

諸 支 出 金 3億6,380万円 3億6,221万円 99.6%

予 備 費 3,122万円 0円 0.0%

合 計 182億1,564万円 158億7,146万円 87.1%

●市民１人当たりに
　換算すると…
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市政ニュース
《
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
》

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

県
が
登
録
し
た
専
門
家
（
※
１
）
の
耐
震
診
断
を
受
け
、

自
宅
の
耐
震
性
能
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
耐
震
診

断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建

て
住
宅
（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
建
築
物
）

●
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３
以
内
か
つ
上
限
３
万
円

●
募
集
戸
数　
５
戸

※
１ 

大
分
県
で
は
「
お
お
い
た
住
ま
い
守
り
隊
」
か
ら

選
定
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.pref.oita.jp/ 

《
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
》

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
市
が
補

助
し
ま
す
。

●
対
象　
耐
震
診
断
の
結
果
、
改
修
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
も
の

●
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３
以
内
か
つ
上
限
80
万
円

●
募
集
戸
数　
　
３
戸

◆
受
付
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
11
月
28
日
㈮

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
る
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
５
）

●
問
い
合
わ
せ　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　
　
　
　
　
　
　
大
分
河
川
国
道
事
務
所　
交
通
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７–

５
４
４–

４
１
６
７

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
ア
ウ
ル
石
城　
Ｄ–

１
号　
　
１
戸

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
来
鉢
３
６
番
地
６

【
住
宅
の
概
要
】
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
棟
２
戸
建
て
）

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す

【
家
賃
】
月
額　
４
６
，
０
０
０
円

　
　
　
　
敷
金　
１
３
８
，
０
０
０
円

　
　
　

 

（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】　
５
月
９
日
㈮
～
５
月
23
日
㈮

　
※
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
※
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

《
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数
》

【
物
件
名
】
市
営
雇
用
促
進
住
宅

　
　
　
　
　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
は
さ
ま

　
　
　
　
　
若
干
空
部
屋
あ
り

【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
下
市
４
２
４
番
地
２

【
住
宅
の
概
要
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　
　
　
　
　
　

 

「
３
Ｄ
Ｋ
」

【
入
居
者
資
格
】

　
一
定
以
上
の
所
得
が
必
要
で
す
。

　
所
得
証
明
書
を
基
準
と
し
て
判
定
し
ま
す

【
家
賃
】
月
額　
４
２
，
４
０
０
円

　
　
　
　
敷
金　
１
２
７
，
２
０
０
円

　
　
　

 

（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

【
申
込
受
付
期
間
】　
随
時
受
付
中

　
※
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
用
地
管
理
係
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
４
）

　
遊
休
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

～
農
業
者
の
皆
さ
ま
へ
～

　
農
地
を
自
分
で
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
農
業

委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
誰
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
場
合

●
農
地
の
借
り
手
、
買
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合

●
農
地
が
農
地
と
し
て
復
旧
が
難
し
い
場
合

　
農
地
は
荒
ら
さ
ず
耕
作
し
ま
し
ょ
う
！！

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
守
り
地
域
農
業
が
発
展
で
き

る
よ
う
遊
休
農
地
解
消
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
４
）

　
在
宅
で
生
活
す
る
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生

活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
既
存
住
宅
の
浴
室
や
ト
イ
レ
等

を
特
別
に
障
が
い
者
向
け
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
（
障
が
い
の
内
容
に
適
し
た
改

造
と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

●
対
象
者

　
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
設
備
を
改
造
す
る
必
要
の
あ

る
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
65
歳
未
満
の
障
が
い
者

⑴
重
度
の
心
身
障
が
い
者
・
児
（
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
）

　
ア 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　
イ 

療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
（
も
し
く
は
Ａ
）

　
ウ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

⑵
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得
が

２
百
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

●
助
成
限
度
額

　
26
万
6
千
円
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
、
日
常
生
活
用
具

の
助
成
の
対
象
外
の
場
合
最
大
40
万
円
）

●
自
己
負
担

　
３
分
の
１
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
の
方
は
、
補
助
対
象
経
費
内
）

●
優
先
と
な
る
制
度　
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
優
先

●
申
込
締
切　
６
月
20
日
㈮

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
１
７
）

　
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て

迎
え
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛
情
を
持
っ

て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で

す
。
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
数
日
間
か
ら
数
年
間
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
県
で
は
、
現
在
、
広
く
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次

の
日
程
で
里
親
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
里
親
募
集
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
５
月
26
日
㈪ 

午
前
10
時
～

●
場
所　
由
布
市
庄
内
庁
舎　
２
階
中
会
議
室

●
参
加
費　
無
料
（
申
込
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
７–

５
４
４–

２
０
１
６
（
里
親
担
当
）

●
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、
鶏
、

七
面
鳥
等
に
高
い
死
亡
率
を
示
し
、
発
生
す
る
と
飼
養
鶏

全
て
の
殺
処
分
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
病
気
で
す
。

●
ど
ん
な
症
状
で
す
か
？

　
突
然
死
、
産
卵
率
低
下
、
顔
や
ト
サ
カ
の
む
く
み
、
首

の
ね
じ
れ
な
ど
の
神
経
症
状
下
痢
、
食
欲
減
退
、
う
っ
血
、

呼
吸
器
症
状
な
ど
を
示
し
ま
す
。

●
感
染
経
路
は
ど
こ
か
ら
？

　
鳥
か
ら
鳥
へ
の
直
接
感
染
の
ほ
か
本
病
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
フ
ン
、
エ
サ
、
水
、
野
鳥
、
人
、
車
両
等
を
介

し
て
も
感
染
し
ま
す
。

　
万
一
、
鶏
等
と
野
鳥
の
死
亡
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

由
布
市
畜
産
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
７–

５
８
２–

１
３
４
４

由
布
市
農
政
課 　
　
　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？

一
般
国
道
２
１
０
号
東
庄
内
小
学
校
入
口
の

交
差
点
付
近
の
交
通
事
故
対
策
を
実
施
し
ま
す

市
営
特
公
賃
住
宅
の
入
居
者
募
集

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

在
宅
重
度
障
が
い
者
の

住
宅
改
造
経
費
を
助
成
し
ま
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

鶏
等
飼
育
の
皆
さ
ん
へ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

 
 

改良範囲 L=640m 
車線減少 

歩道整備

庄内中入口 

大龍 

▲位置図 

現 在 

対策後 

右折 ﾎ ﾟ ｹ ｯ ﾄ  ｾ ﾞ ﾌ ﾞ ﾗ 帯  

▲大分方向の２車線が１車線のみになります 

至 庄内中学校 

至 東庄内小学校 

至 庄内中学校 

至 東庄内小学校 

（走行車線） 歩道整備

（ゆずり車線）  
（走行車線）  

商業施設 

商業施設 

　
東
庄
内
小
学
校
入
口
交
差
点
は
、
通
過
車
両
と
商
業
施

設
の
買
い
物
客
の
車
両
が
混
雑
し
、
追
突
、
右
折
、
出
会

い
頭
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
大
分
方
向
の
車

線
数
を
２
車
線
か
ら
１
車
線
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
歩
道
を
設
置
す
る
交
通
事
故
対
策
工
事
を
平
成
26
年

度
中
に
実
施
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
工
事
中

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
前
月
号
で
紹
介
し
た
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
の
名
簿
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
紹

介
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
相
談
員

　
岡
島　
干
城（
挾
間
）　
☎
０
９
７–

５
８
３–

２
９
９
３

　
岡　
　
信
綱（
挾
間
）　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
３
０
４

　
岩
崎　
宣
夫（
庄
内
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

０
２
９
４

　
佐
々
木
義
盛（
庄
内
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

２
５
３
１

　
宇
都
宮
健
一（
湯
布
院
）☎
０
９
７
７–

８
４–

４
５
７
３

　
三
苫　
啓
藏（
湯
布
院
）☎
０
９
７
７–

８
５–

３
０
４
３

●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
立
川
喜
美
恵（
湯
布
院
）☎
０
９
７
７–

８
４–

４
０
４
３

訂
正
の
上
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　２月 17 日、挾間町の宇都宮園で剪定講習
会が行われました。これは、陣屋市場 ( 小野
恵美子代表 ) の主催で行われたもので、当日
は 50 人が参加しました。市役所農政課の甲
斐指導員がブルーベリーやキウイなどの剪定
について講習を行い、受講した参加者は「と
ても勉強になった。今後もいろいろな講習会
に参加したい」と感想を話しました。

　農業共済組合の統合に伴い、4 月 1 日付けで
新しく選任された委員への辞令交付式が市役所
庄内庁舎で行われました。大分県農業共済組合
からの推薦である甲斐善馬さんへ、首藤市長か
ら辞令が手渡されました。甲斐さんの任期は平
成 27 年 3 月 31 日までです。

　４月８日、由布市の重点戦略品目に指定さ
れている甘ねぎの種まきが、ＪＡおおいた由
布事業部甘ねぎ部会（田村善人会長）によっ
て庄内町で行われました。由布市は県内でも
トップレベルの甘ねぎの産地で、市場評価も
高いため、今後の生産が期待されます。今回
種を蒔いた甘ねぎは５月に定植し、11 月か
ら出荷が始まる予定です。

　４月 12 日、湯布院町の金鱗湖などで、外
来魚の駆除作業が行われました。これは大分
川漁協みなもと支部の主催で行われたもの
で、金鱗湖や大分川で増殖したテラピアを捕
獲し生態系を守ることを目的に開催されまし
た。当日は関係者約 50 人が参加し、約 300
㎏の外来魚を捕獲しました。この活動は来年
以降も行われる予定です。

　庄内町の小学校・幼稚園・保育所等で読み
聞かせボランティアを行っている「秋桜の会」

（古長ひろみ代表）が、由布市挾間町出身の
童話作家後藤楢根の童話「もえる密林」をも

とに原画を考え、
絵本を作成しま
した。この絵本
は、子どもたち
への情操教育の
場での活用を願
い、市内の各幼
稚園・小・中学
校に寄贈されま
した。

剪
定
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

湯
布
院
に
よ
り
一
層
の
活
気
を

農
業
委
員
の
辞
令
交
付
式

甘
ね
ぎ
の
種
ま
き

豊
か
な
生
態
系
を
残
そ
う

絵
本
を
作
成
し
ま
し
た

講

式

辞

生

環

寄

習

典

令

産

境

贈 　３月 25 日、観光新組織準備室設置に伴う
職員派遣協定締結式が、市役所庄内庁舎で行
われました。由布市には湯布院地域、庄内地
域、挾間地域それぞれに観光資源が点在して
おり、これまで市をはじめ各観光団体がそれ
ぞれにアピールを行っていました。今後はさ
らに市と各団体が連携を強めることで、市内
全域の観光振興が期待されます。首藤市長は

「力を合わせて、全国に類のない観光情報発
信を」とあいさつ。準備室では由布院温泉観
光協会から１人、市から２人の職員を配置し、
情報収集や組織設立の仕組み作りに取り組む
予定です。

さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
！

～
観
光
新
組
織
準
備
室
を
設
置
～

協
定

温
泉
の
恵
み
に
感
謝
し
て

祭
り

　大分県と由布市では、高齢化や過疎化で集
落道の草刈りや祭りの準備などが困難になり
つつある集落の共同作業を応援する「小規模
集落応援隊事業」を行っています。４月 10
日には「九州林産㈱湯布院事務所」と「ＮＰ
Ｏ法人 ガナ湯布院」にご協力いただき、湯
布院奥江自治区の用水路掃除を行いました。
農業用用水路には今年も水が流れるように
なり、地元関係者からは感謝と喜びの声があ
がっています。

問総合政策課（庄内庁舎）
☎ 097–582–1111（内線 227）

　４月 20 日、湯布院町で温泉の恵みに感謝
する第 64 回ゆふいん温泉まつりが開催され
ました。まつりの開催にあたり首藤奉文まつ
り推進委員長が「この温泉まつりを機に、さ
らに湯布院町を盛り上げていきたい」とあい
さつ。その後、旧キャンペーンレディの田嶋
美香さんと廣田恵里さんから新キャンペーン
レディにたすきが手渡されました。新キャン
ペーンレディの小野薫さん（22）＝挾間町と
橋野真実さん（22）＝挾間町の２人は「由布
市の魅力を多くの方に知ってもらいたいです。
観光に来ていただいた方だけでなく、市民の
方にも由布市の魅力を再発見していただきた
い」と話しました。
　また、会場ではわいわい道中行列をはじめ、
お湯かきレースやビンゴ大会など多くの方が
楽しめるイベントが行われました。

み
ん
な
で
協
力
！

小
規
模
集
落
応
援
隊

地
域

　由布岳南山麓景観保全機構が狭霧台園地の
指定管理者になったことを受け、４月 17 日
に営業開始式が行われました。保全機構の真
𥔎寛彦代表は、「地域の特産物を活かし、よ
り良い売店運営に努めたい」とあいさつ。施
設運営で観光・環境の情報発信を行うととも
に、その収入源を景観保全に役立てることが
期待されます。

▲新たに農業委員に選任された甲斐善馬さん（写真中央）

◀新キャンペーンレディの
　小野薫さん（右）と橋野真実さん（左）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
）

水
曜
日
時
刻
表

8：45
8：51
9：15
9：19
9：26
9：53

大 学 病 院
上 市
庄 内 庁 舎
ほのぼの温泉前
湯 平 駅 上
健 康 温 泉 館 前

14：50
14：44
14：25
14：16
14：09
13：42

みんなで健康づくり 参加グループ募集中！！保健福祉の総合相談窓口を開設しました！

大分県こころとからだの相談支援センターからのご案内

こつこつ健康づくり 個人でも頑張る人募集中！！

水中運動教室

●参加基準　５人以上のグループであること
　　　　　毎月１回以上、所定の場所に集合し運動を行い、それを活動記録表に記録すること

●活動対象期間　平成27年２月28日㈯まで
●参加特典　・ウォーキングを主とするグループには、皆さんにゆーふーウォーキングタオルを進呈

　　　　　・ラジオ体操を主とするグループにはラジオ体操のＣＤを進呈（いずれも数に限りがあります）
●獲得可能マイレージＰ

参加登録 20回以上 40回以上 60回以上 80回以上
300P 1000P 2300P 3800P 5800P

登録ポイントと合わせ 最大合計 6100P獲得可能♪

総合相談窓口ってなぁに？
　いくつもの問題を抱えて、どこに相談すれば
よいか分からない…といった方の相談に応じ、
一緒に問題を考えたり、適切な関係機関へと
つないでいくところです。
　保健師・臨床心理士・社会福祉士の 3 人
で対応します。

　大分県こころとからだの相談支援センターでは各種セミナーやつどいを開催しています。参加費はすべて無
料となっていますが、事前の申し込みが必要です。
　詳細についてのお問い合わせや申し込みは次の連絡先までお願いします。

●日時　月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
　　　　午前９時～正午、午後１時～午後４時
　　　　※ 要予約　お電話にてご予約ください。相談時間は１時間程度です。
●場所　湯布院庁舎１階　健康増進課
　　　　（挾間庁舎、庄内庁舎でも行うことができます。ご相談ください）
●ご予約・問い合わせ　☎ 0977-84-3111（内線 364）
　　　　※ 電話受付時間　月曜日～金曜日（祝祭日を除く）　午前９時～正午、午後１時～午後４時

●参加基準　活動はお１人でＯＫ
　所定の記録シート（次の申込窓口、または市ホームページからダウンロード）に「こつこ

つすること宣言」を記入し、継続した運動（ウォーキング・ラジオ体操など）ができる方
●活動対象期間　平成27年２月28日㈯まで
●参加特典　・実施回数が50回を超えた方にはゆーふーウォーキングタオルを進呈

　　　　　・期間の途中でも50回を超えたら記録シートをお持ちください。（数に限りがあります）
●獲得可能マイレージＰ

50回以上 100回以上 150回以上 200回以上
500P 1500P 2500P 4000P

最大合計 4000P獲得可能♪

申込窓口 【挾間】地域振興課　【庄内】地域振興課　【湯布院】健康増進課
問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977-84-3111（内線361・365）

問い合わせ　健康増進課　☎0977-84-3111（内線361）・湯布院健康温泉館　☎0977-84-4881

毎週水曜日 午前11時～正午 ＊週１回になりました。
※水着（貸出もあります）・タオル・水分補給できるもの

をご用意ください。
●こんなにお得♪健康になって一石三鳥★

①コミュニティバス利用で帰り便無料！
②65歳以上の由布市民は年12回無料体験！
 （過去に利用された方を除きます）
③健康マイレージもたまる！
 （教室時300P　個人利用時50P）

〈水中運動教室講師紹介〉
日本健康運動指導士会

大分県支部長
松元義人先生

※時刻は変更になることがあります。都度ご確認
ください。

保健師・看護師による
健康相談コーナーもあります

毎週水曜日 午前９時30分～正午

社会福祉士とは…
福祉に関する相談に応じて、必要な助言を行った
り、適切な関係機関へとつなぐ福祉の専門職です。

臨床心理士とは…
　臨床心理学に基づく知識や技法を用いて、いろい
ろな悩みや困っていることを相談者と一緒に考え支
援する“こころの専門家“です。

●開催場所　大分県こころとからだの相談支援センター（大分市大字玉沢字平石 908 番地）
●申込先・問い合わせ　大分県こころとからだの相談支援センター　☎ 097-541-5276
　　　　　　　　　　  （※自死遺族のつどいについては☎ 097-541-6290 まで）

統合失調症の方の暮らし応援セミナー
日時　６月25日㈬、７月９日㈬、７月23日㈬、
　　　８月６日㈬の４回コースで開催
　　　時間はすべて午後１時30分～午後４時
対象　統合失調症で治療中の方
内容　講義、話し合い
申込期限　６月６日㈮

精神保健（うつ病）家族教室
日時　７月16日㈬、７月30日㈬の２回コースで開催
　　　時間は両日とも午後１時30分～午後４時
対象　うつ病で治療中の方のご家族
内容　講義、家族の話し合い等
申込期限　7月7日㈪

ギャンブル関連問題家族学習会
日時　６月13日㈮、７月25日㈮
　　　時間は両日とも午後１時30分～午後３時30分
対象　ギャンブル関連問題を持つ方のご家族
内容　専門医師や弁護士による講話、家族の体験発

表、家族同士の話し合い
申込期限　６月６日㈮　
その他　託児あり　※小学生以下・要事前申込

自死遺族のつどい
日時　６月５日㈭ 午後２時～午後４時
対象　大切な方を自死で亡くされたご遺族
内容　参加者の気持ちの分かち合い
申込期限　５月28日㈬

病気のこと

お金のこと

地域のこと

家族のこと

仕事のこと

障がいのこと

こころの悩み

要参加
登録

健康ナビ
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　「湯ったり走ろう」をテーマに今回で24
回目を迎えます。
　壮大な由布岳に向かってスタートします。
　由布院盆地内を駆け抜けるフラットコー
スを走りませんか！！

■と　き　ウォーキングの部　９月６日㈯
　　　　　マラソンの部　　　９月７日㈰
■ところ　湯布院町内
■内　容　○健康マラソン　10ｋｍ（高校生以上）、５ｋｍ（中学生

以上）、２ｋｍ（小学生・ファミリー）のコースがあります。
　　　　　○健康ウォーク　10ｋｍ、５ｋｍのコースがあります。
■参加料　○健康マラソン　高校生以上3,000円、中学生以下1,500円
　　　　　○健康ウォーク　1,000円
　　　　　○ファミリー（未就学児対象)　3,000円
■申込期間　５月12日㈪～６月20日㈮
■ボランティアスタッフ大募集
　大会の運営に協力していただける中学生以上の方を募集しています。
　詳しい内容は、大会事務局までお問い合わせください。
■問い合わせ　ゆふいん盆地ＳＰＡ健康マラソン大会　事務局
 （湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター内）☎/FAX :0977－84－2133

休日当番医

くるくるリサイクル in 挾間 心の相談

健康カレンダー
■ 内科・外科医
5/11 何松内科循環器科（挾）

☎097-583-1131
5/18 森本整形外科クリニック（挾）

☎097-586-3700
5/25 秋吉医院（湯）

☎0977-86-2241
6/ 1 おざきホームケアクリニック（庄）

☎097-582-0013
6/ 8 佐藤医院（庄）

☎097-582-3131
6/15 南由布クリニック（湯）

☎0977-85-5245
6/22 さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾）

☎097-583-8050

　６月中、挾間健康センター前で子ども服の
交換会「くるくるリサイクルｉｎ挾間」を開
催しています。ぜひのぞいてみてください。
また、ご不要になった子ども服の提供も募集
しています。

●収集日　５月12日㈪～随時
●開催日
　６月２日㈪ 午前９時～６月30日㈪
●場　所　はさま未来館１階　健康センター
●お願い　洗濯できるものはきれいにして

持って来てください。名前入りの
ものはマジック等で名前を消して
ください。

◆問い合わせ　挾間健康センター
　☎097–583–1111（内線2125）

●日時　５月23日㈮ 午前10時～正午 ※要予約
●相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部　☎097–582–0660

●日時　５月16日㈮ ※要予約
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　挾間健康センター
　☎097–583–1111（内線2120）

●日時　６月13日㈮
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
●相談場所・問い合わせ
　健康増進課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線361）

■ 挾間
6/ 5㈭ ３歳児健診

（13：15 ～14：00 受付 挾間健康センター）

ちびっこ広場
（９：30 ～11：30 挾間健康センター）

５月９日、５月１６日、５月２３日、５月３０日

■ 庄内
6/ 6㈮ 幼児健診

（13：15 ～13：45 受付 庄内保健センター）

■ 湯布院
5/14㈬ １歳６ヵ月児健診

（13：00 ～13：15受付 ゆふいん子育て支援センター）
6/19㈭ ３歳児健診

（13：00 ～13：15受付 ゆふいん子育て支援センター）
■ 歯科医
5/11 小野歯科医院（庄）

☎097-582-2200
6/ 8 小原歯科医院（挾）

☎097-583-3877

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

由布院駅前からスタート！由布院盆地を走るコース!!
第24回 ゆふいん盆地SPA健康マラソン大会

総合型地域スポーツクラブ
「スポーツクラブ HASAMA」が設立

　3 月 23 日、 挾 間 公 民 館 で、 ス
ポーツクラブ HASAMA の設立総
会が開催されました。今後は挾間
体育センターに配置されたクラブ
マネージャーを中心に、挾間町の
スポーツの情報・仲間づくりの情
報を発信する役割が期待されます。

大

＞＞第２回
挾間B&G海洋センター
温水プール小学生水泳記録会
３月30日㈰

（各競技　優勝者）※敬称略
1年女子25m　川浪　　紬（54秒23）
2年男子25m　大嶋　浩輝（24秒51）
2年女子25m　佐藤　心音（28秒89）
3年男子25m　髙橋真之介（20秒64）
3年女子25m　明石　　紘（20秒18）
4年男子25m　衛藤　　廉（19秒04）
4年女子25m　大嶋　優奈（19秒92）
5年男子25m　猪野　太智（20秒31）
5年女子25m　山崎　莉空（17秒67）
6年男子25m　岡山　翔太（18秒95）
6年女子25m　田中　希歩（21秒10）
5年男子50ｍ　猪野　太智（42秒93）
5年女子50ｍ　明石　　紡（41秒49）
6年男子50ｍ　岡山　翔太（44秒55）

＞＞第31回
若獅子旗西日本なぎなた大会
３月23日㈰

※敬称略
３・４年生の部　準優勝　工藤　豪湧

（由布市なぎなたクラブ）　

会 結 果

ホームで今季初白星！
　４月１２日に行われた MIO びわこ滋賀とのホーム戦に臨んだヴェルスパ
大分は、序盤から攻守がかみ合い終始猛攻、前半 1 点で折り返し、後半は
さらに 2 点を重ね３－０で今季ホーム初白星を挙げました。続く第 6 節レ
ノファ山口 FC では、２－１で勝利。２連勝で勢いに乗り次節での連勝も期
待したいところ。頑張れ、ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。http://verspah.jp/

今後の試合日程
▶５月11日㈰

佐川印刷京都
西京極 13：00キックオフ

▶５月17日㈯
ＨｏｎｄａＦＣ
大銀サＡ 13：00キックオフ

▶５月25日㈰
ＦＣマルヤス岡崎
名古屋港 16：00キックオフ

▶６月 1日㈰
アスルクラロ沼津
佐伯総合運動公園 13：00キックオフ

▶６月 8日㈰
横河武蔵野ＦＣ
五戸陸 13：00キックオフ

▲準優勝した工藤豪湧さん
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教
室
・
講
座

第
１
回
八
方
塾

（
大
分
大
学
病
院
市
民
公
開
講
座
）

　
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時　
６
月
４
日
㈬

      

午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

      　
　
玄
関
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
皮
膚
病
の
治
し
方

問
大
分
大
学
医
学
部
医
事
課
患
者
サ
ー

ビ
ス
係
（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

　
☎
０
９
７–

５
８
６–

５
４
３
０

庄
内
町
ほ
の
ぼ
の
工
芸
館

陶
芸
教
室

　
陶
芸
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
人
員
は
10
人
程
度
で
、
先

着
順
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
生
野 

　
☎
０
９
７
７–

８
６–

２
１
５
２

　
ほ
の
ぼ
の
工
芸
館

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

３
８
７
６

募
集

大
分
県
職
員
採
用
試
験
（
獣
医
師
） 

　
平
成
26
年
度
大
分
県
職
員
採
用
選
考

を
実
施
し
ま
す
。
職
種
は
獣
医
師
で
す
。

●
受
付
期
限　
５
月
19
日
㈪

●
試
験
日

　
６
月
７
日
㈯ 

午
前
９
時
～
受
付

●
会
場

  （
大
分
）大
分
県
庁
舎 

新
館
５
階

  （
東
京
）都
道
府
県
会
館
会
議
室

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７–

５
０
６–

２
３
０
５

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
荷
揚

部
員
募
集
♪

　
小
学
生
の
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
で
す
。
大

分
県
内
ど
の
小
学
校
か
ら
も
参
加
で
き

ま
す
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈

夫
！
楽
器
は
貸
与
し
ま
す
。

●
練
習
日

　
水
曜
日
（
午
後
４
時
～
午
後
７
時
）

　
日
曜
日
（
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
12
時
30
分
）

●
練
習
場
所　
横
瀬
小
学
校

　
　
　
　
　
　
（
大
分
南
警
察
署
近
く
）

問
吉
田

　
☎
０
８
０–

５
２
８
２–

６
８
９
７

由
布
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
県
体
予
選

参
加
者
募
集

●
日
時　
６
月
６
日
、
13
日
、
20
日　

　
27
日
、
７
月
４
日
、
11
日　
計
６
回

●
参
加
費　
２
，
５
０
０
円
×
6
回

●
資
格　
由
布
市
に
住
民
票
の
あ
る
方

●
申
込
期
限　
５
月
31
日
㈯

問
甲
斐

　
☎
０
９
０–

４
９
８
０–

６
０
７
３

　
渕
（
午
後
７
時
以
降
）

　
☎
０
９
０–

９
６
０
３–

７
３
７
１

第
３
回
東
勝
吉
賞
水
彩
画
公
募
展

「
陽
は
ま
た
昇
る
―
83
歳
か
ら
の
出
発
―
」

●
公
募
期
間　
７
月
31
日
㈭
ま
で

　
　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

●
応
募
資
格　
83
歳
以
上
の
方
で
、
83

歳
以
上
に
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品

※
国
籍
不
問
、
昭
和
６
年
生
ま
れ
ま
で

の
方

●
応
募
条
件

　
水
彩
画
の
み
、
テ
ー
マ
は
自
由

●
出
品
料　
３
，
０
０
０
円

●
賞　
作
品
は
す
べ
て
、
東
勝
吉
賞
と

し
て
由
布
院
駅
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
展
示

し
、
図
録
に
掲
載
し
贈
呈
し
ま
す
。

問
東
勝
吉
賞
水
彩
画
公
募
展
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

４
６
７
８

お
知
ら
せ

由
布
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

　
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

☎
０
９
７
７–

８
４–

５
５
３
３

●
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪
質
商

法
に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
や
各
種
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
由
布
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
商
工
観
光
課　
湯
布
院
庁
舎
）

イ
ベ
ン
ト

大
分
県
立
由
布
支
援
学
校
運
動
会

●
日
時　
５
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

　
（
雨
天
決
行
）

●
場
所　
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

●
内
容　
「
キ
ズ
ナ
が
み
ん
な
を
強
く

す
る
～
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
よ

う
～
」
を
テ
ー
マ
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

ダ
ン
ス
や
団
体
競
技
、
リ
レ
ー
、
応

援
合
戦
な
ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
分
県
立
由
布
支
援
学
校

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

０
３
２
６

新
緑
の
大
湯
鉄
道

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

●
日
時　
５
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
集
合
受
付
開
始

く ら し インフォメーション

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
■ http:// l ibrary .yufu-c i ty . jp/　■ mai l :  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

５月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

6月の休館日　2日㈪･9日㈪･16日㈪･23日㈪
･24日㈫･30日㈪

旅を楽しむ！トリビア大百科
ナイジェル・ホームズ 著　八幡谷 真弓 訳

一般290.9／ホ

みんなにありがとう
佐藤　剛史　文　ｍｏｎ　体験と絵

郷土H760／モ

白い虎の月 タイガーズ・カース・シリーズ１
コリーン・ハウック　著 松山　美保　訳

一般933.7／ハ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!
お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館  〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
５
月
21
日
㈬
・
６
月
18
日
㈬

●
庄
内
図
書
館
〈
毎
月
第
３
日
曜
日
〉

　
５
月
17
日
㈯
（
読
書
ま
つ
り
）

　
６
月
15
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館
〈
偶
数
月
第
１
木
曜
日
〉

　
６
月
５
日
㈭
・
８
月
７
日
㈭

５
月
テ
ー
マ
展
示

●
由
布
市
立
図
書
館　
「
新
緑
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
Ｓ
Ｆ
を
読
む
」

　
児
童　
「
わ
に
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童　
「
愛
鳥
週
間
」

　
特
別
展
示　

｢

や
な
せ　
た
か
し｣

由
布
市
立
図
書
館 

５
月
企
画
展
示

　

｢

児
童
文
学
賞
受
賞
作
品
、
集
め
ま
し
た
！｣

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
過
去

に
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
た
児
童
書
を
展
示

し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
新
し
い
本
と
出
会
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
５
月
25
日
㈰
ま
で

２
０
１
４
・
第
56
回

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
「
大
切
な
人
に
手
紙
を
わ
た

そ
う
！
」

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
の
「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」
に
合
わ
せ
、
１
日
限
定
イ
ベ
ン

ト
「
大
切
な
人
に
手
紙
を
わ
た
そ
う
！
」
が
、

４
月
26
日
に
由
布
市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
渡
す
の
が
楽
し
み
に
な
る
素
敵
な
手
紙
が

仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　大分市出身のシン
ガーソングライターｍ
ｏｎ（もん）さんの実
話に基づいた物語です。
人は辛い時があっても
出会いによって、変わ
ることが出来る。勇気
や希望が湧いてくる１
冊です。

　応急手当の仕方など
役立ちそうなものか
ら、ワニとの戦い方な
ど、いつそんな状況が
来るのかわからないも
のまで、イラスト満載
で面白く読める一冊で
す。旅のお供にどうぞ。

　３００年前に呪いを
かけられたインドの王
子の呪いをとく手助け
をすることになったケ
ルシーに、たくさんの
冒険が待ち受けていた。
恋と冒険の物語です。
ぜひ２巻もご覧くださ
い。

2013年度 年間ベストリーダー  ＜2013年４月から2014年３月までに最も読まれた本　各図書館上位５位＞
由布市立図書館 庄内図書館 湯布院図書館

書  名 作  者 書  名 作  者 書  名 作  者

一
般
書

海賊とよばれた男　上・下 百田 尚樹 影法師 百田 尚樹 夢幻花 東野 圭吾
１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１ 村上 春樹 海賊とよばれた男　上・下 百田 尚樹 桜ほうさら 宮部 みゆき
禁断の魔術 東野 圭吾 離縁状 藤井 邦夫 海賊とよばれた男　上・下 百田 尚樹
永遠の０ 百田 尚樹 一路　上・下 浅田 次郎 警視庁ＦＣ 今野 敏
風の中のマリア 百田 尚樹 プリズム 百田 尚樹 来春まで 諸田 玲子

児
童
書

ミッケ！　６ ウォルター・ウィック かいけつゾロリとまほうのへや 原 ゆたか ぴちぴちピッチ　５
かいけつゾロリのじごくりょこう 原 ゆたか いちにちおばけ ふくべ あきひろ 一歩一歩天国犬からのメッセージ チーム１５１Ｅ☆
ポケモンをさがせ！ルビーサファイア 相原 和典 おならバスのたーむくん ささき みお バナナじけん 高畠 那生
かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼうけん！ 後編 原 ゆたか いいから　いいから 長谷川 義史 となりのトトロ 宮崎 駿
かいけつゾロリのテレビゲームききいっぱつ 原 ゆたか いちにちぶんぼうぐ ふくべ あきひろ かいけつゾロリのメカメカ大さくせん 原 ゆたか

新着図書一覧
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 290.9 イ ５日間の休みで行けちゃう！美しい街・絶景の街への旅

挾　
間

郷土 ＨＥス すずむし（くるしま童話名作選　５）
一般 336 ウ 社長の奥さんのお仕事便利帳 健康 S495.1 ホ ホントはコワイ更年期障害３５の対策　－若くても安心できない－
一般 538.9 ホ 夢をあきらめなければ宇宙にだって行ける 健康 S498.3 ニ 図解「昨日の疲れ」が抜けなくなったら読む本
一般 748 プ プレミアムフォトコレクション（ナショナルジオグラフィック） くらし 593.3 ミ 作ってあげたい、女の子のお洋服
一般 913.6 コ 月に捧ぐは清き酒　－鴻池流事始－ くらし 596.6 ナ まいにち食べたい、フレンチトースト
一般 914.6 イ 大人の流儀　４　許す力 絵本 E ア あっ・ほっ
文庫本 B913.6 イ 寒紅梅　－髪ゆい猫字屋繁盛記－ 絵本 E オ おじいちゃんとのやくそく
趣味娯楽 P775.4 タ 宝塚歌劇華麗なる１００年 児童 481 モ 食べて始まる食卓のホネ探検
湾曲 601.1 イ ９９％の絶望の中に「１％のチャンス」は実る 児童 910 ム 「赤毛のアン」と花子 －翻訳家・村岡花子の物語－
ヤング Ｙ 159 カ 未来を生きるきみたちへ　－「二分の一成人式」で伝えたいいのちの話－ 児童 913 イ クグノビックリバコ

庄
内

一般 281.0 イ 英傑の日本史　－敗者たちの幕末維新編－　 庄
内

一般 809.2 カ その物言い、バカ丸出しです －「軽く見られない」話し方－
一般 596 ミ 亜土のおしゃれ料理 一般 913.6 カ 水軍遙かなり

湯
布
院

一般 369.3 ボ 防災ピクニックが子どもを守る！ 湯
布
院

一般 913.6 カ カレイドスコープの箱庭
一般 379.9 マ 今、なぜ、勉強するのか？ くらし 492.7 チ 美ツボＢｏｏｋ　－女性限定鍼灸サロンが薦める－
一般 519.3 サ ＰＭ２．５、危惧される健康への影響 くらし 626.9 イ いつもの畑で収穫２倍！　－有機・無農薬の野菜づくり－

植野 正子
星出 彰彦

小前 亮
伊集院 静

今井 絵美子

岩佐 大輝

井沢 元彦
水森 亜土

松永 暢史

黒井 健

成沢 正胡
五味 太郎

松成 真理子
盛口 満

いとう ひろし
梶原 しげる

加藤 廣
海堂 尊

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより
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●
集
合
場
所　
鬼
瀬
駅

●
区
間　
鬼
瀬
駅
～
向
之
原
駅
～

　
　
　
　
豊
後
国
分
駅
間

●
主
催　

豊
後
大
正
ロ
マ
ン
街
道 

大

湯
鉄
道
物
語
１
０
０
周
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
設
立
準
備
会

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟　
担
当 

内
田

　
☎
０
９
０–

２
９
６
９–
４
５
３
８

塚
原
ウ
ォ
ー
ク
＆
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
（
雨
天
決
行
、
現
地
受
付
）

　
塚
原
に
あ
る
人
気
の
店
舗
を
め
ぐ
り

な
が
ら
、
静
か
な
山
間
部
な
ど
を
歩
き

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
６
月
１
日
㈰

　
午
前
９
時
（
集
合
・
ス
タ
ー
ト
）

●
集
合
場
所

　
塚
原
ど
ん
ぐ
り
茶
屋
駐
車
場

●
持
参
す
る
物　
会
費
（
２
０
０
円
）、

帽
子
、
水
筒
、
雨
具
、
タ
オ
ル
等

※
万
一
、
事
故
発
生
の
場
合
は
主
催
者

加
入
保
険
範
囲
内
で
補
償
し
ま
す
。

問
由
布
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
事
務
局　
高
田

　
☎
０
９
７
７–

８
５–

３
０
６
７

公
民
館

　
は
さ
ま
未
来
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
で
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン

ト
が
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　
各
種
教
室
・
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
電
話
に
て
各
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。
な
お
、
申
込
少
数
の
場
合
は
教

室
開
催
を
取
り
や
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
お
天
気

〜
由
布
市
の
空
を
見
上
げ
よ
う
〜

　
お
天
気
を
中
心
に
、自
然
の
優
し
さ・

厳
し
さ
を
学
び
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
第
１
火
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

●
講
師　
気
象
予
報
士 

花
宮
廣
務 

氏

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

●
開
催
場
所　
は
さ
ま
未
来
館

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
方

●
定
員　
20
人

●
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

問
挾
間
公
民
館
（
は
さ
ま
未
来
館
内
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
８

寿
大
学

　
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！

●
開
催
日
時　
奇
数
月
の
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

●
開
催
場
所　
は
さ
ま
未
来
館

●
対
象

　
挾
間
町
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
方

●
申
込
期
限

　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
挾
間
公
民
館
（
は
さ
ま
未
来
館
内
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
８

健
康
身
体
つ
く
り
教
室

　
腰
痛
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で

健
康
な
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時

　
６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
第
４
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

●
開
催
場
所　
庄
内
公
民
館

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
方

●
定
員　
20
人

●
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

問
庄
内
公
民
館

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

０
２
１
４

親
子
手
作
り
教
室

　
親
子
で
、
手
作
り
の
お
や
つ
や
遊
び

な
ど
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時

　
６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
第
１
木
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

※
材
料
費
等
は
受
講
者
負
担
で
す
。

●
開
催
場
所　
庄
内
公
民
館

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
未
就

学
児
と
保
護
者

●
定
員　
20
組

●
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

問
庄
内
公
民
館

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

０
２
１
４

初
心
者
向
け
ヨ
ガ
教
室

●
開
催
日
時

　
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
第
１
・
第
３

火
曜
日
（
全
９
回
）

　
午
後
７
時
～
午
後
９
時

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

※
用
具
類
は
受
講
者
負
担
で
す
。

●
開
催
場
所　
湯
布
院
公
民
館

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
方

●
定
員　
20
人

●
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

問
湯
布
院
公
民
館

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

２
６
０
４

楽
し
い
料
理
教
室

●
開
催
日
時

　
６
月
か
ら
２
月
ま
で
の
第
３
水
曜
日

　
（
全
９
回
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
受
講
料
等　
１
，
０
０
０
円
／
年

※
食
材
費
は
受
講
者
負
担
で
す
。

●
開
催
場
所　
湯
布
院
公
民
館

●
対
象　
由
布
市
内
に
居
住
す
る
方

●
定
員　
20
人

●
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

問
湯
布
院
公
民
館

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

２
６
０
４

く ら し インフォメーション

運休と変更のお知らせ

〔コミュニティバス〕総務部 総合政策課
〔スクールバス〕教育委員会 教育総務課

☎097-582-1111（内線226）
☎0977-84-3111（内線236）問い合わせ

変 更 便
変更日 5/14 ㈬・6/10 ㈫・6/17 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：26 15：26 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

5/14
㈬

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 12:10 発の便
6/10

㈫
シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、大学病院 13:55 発、

庄内庁舎 14:25 発の各便
塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

6/17
㈫

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター 12:50 発の便

　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は
運休および変更となります。お間違えのないようご利用ください。

平成27年 由布市成人式のお知らせ
●
開
催
日　
平
成
27
年
1
月
11
日
㈰

●
日
程　
式
典　
午
前
11
時
か
ら

●
開
催
場
所　
は
さ
ま
未
来
館
3
階 

文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
由
布
市
挾
間
町
挾
間
）

●
対
象

　
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

●
参
加
に
つ
い
て

①
平
成
26
年
12
月
1
日
（
基
準
日
）
時
点
で
、
由
布
市

に
住
民
票
が
あ
る
見
込
み
の
方

・
特
に
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
中
旬
に
成

人
式
の
案
内
状
を
お
届
け
し
ま
す
。

②
平
成
26
年
12
月
1
日
（
基
準
日
）
時
点
で
、
由
布
市

に
住
民
票
が
な
い
見
込
み
の
方
で
上
記
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
方

・
参
加
希
望
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
届
出
方
法
】

　
成
人
式
に
参
加
す
る
旨
を
、
新
成
人
者
ご
本
人
ま
た

は
ご
家
族
等
の
代
理
の
方
が
、
電
話
等
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
成
人
式
の
案
内
状

を
お
届
け
し
ま
す
（
12
月
中
旬
）

【
受
付
期
間
】

　
12
月
5
日
㈮
ま
で

　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
て
連
絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
冊
子
に

お
名
前
が
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
湯
布
院
公
民
館
内
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１

　
（
内
線
５
６
２・５
６
５
）

思
い
出
を
創
り
た
い
人
集
ま
れ
！

～
由
布
市
成
人
式
実
行
委
員
大
募
集
～

　
由
布
市
成
人
式
の
企
画
と
当
日
の
運
営
実
施
を
行
う
成
人

式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
全
5
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
企
画
の
検
討
と
、
実

施
に
向
け
た
準
備
を
行
い
、
式
典
当
日
の
運
営
に
携
わ
り

ま
す
。〝
思
い
出
に
残
る
自
分
た
ち
の
成
人
式
〟
を
目
指
し
、

大
切
な
記
念
行
事
を
自
ら
作
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　
次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
平
成
27
年
1
月
11
日
実
施
の
成
人
式
の
対
象
と
な
る
新
成

人
者
（
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
）。

○
企
画
・
運
営
な
ど
全
体
の
調
整
に
関
心
の
あ
る
方
。

○
由
布
市
内
で
開
催
す
る
成
人
式
実
行
委
員
の
会
議
お
よ
び

式
典
（
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
含
む
）
に
出
席
可
能
な
方
。

●
募
集
人
員　
若
干
名

　
（
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
各
中
学
校
出
身　
各
3
人
以
内
）

●
応
募　
8
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
「
成
人
式
実
行
委
員
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
最
も
連
絡
の
付
き
や
す
い
電
話

番
号
等
）
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
の
同
意
を
要
し
ま

す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
湯
布
院
公
民
館
内
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
５
６
２・５
６
５
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
７–

８
４–

２
６
０
３
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春
夏
野
菜
の
管
理

定
植
後
の
管
理

　
５
月
に
入
り
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
地
温
も
上
が
り
ま
す
。
野
菜
の
苗

も
根
が
活
発
に
動
き
始
め
生
育
が
進
み
ま
す
。
同
時
に
害
虫
、
病
原
菌
の

活
動
も
増
し
ま
す
。
徹
底
し
た
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
の
好

む
条
件
は
多
湿
や
多
肥
、
過
乾
燥
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
排
水
、
風
通
し
、

除
草
な
ど
畝
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
病
気
の
発
生
を
減
少
で
き
ま
す
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　
水
、
肥
料
不
足
は
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
を
妨
げ
る
1
番
の
原
因
で
す
。
定
植
半
月
後
か

ら
追
肥
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
20
日
に
1
回
く
ら
い
の
割
合
で
追
肥
を
し
ま
す
。

●
ト
マ
ト

　
1
番
果
が
肥
大
し
始
め
た
こ
ろ
に
追
肥
を
行
い
ま
す
。
ト
マ
ト
は
雨
に
よ
る
病
害
の

被
害
が
大
き
い
こ
と
か
ら
雨
よ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
ス

　
露
地
で
も
10
月
末
ま
で
収
穫
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
追
肥
、
選
定
、
除
草
、

中
耕
な
ど
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
定
植
後
半
月
く
ら
い
か
ら
20
日
に
1
回
く
ら
い
の

割
合
で
追
肥
し
ま
す
。
余
分
な
枝
は
切
り
落
と
し
樹
勢
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
遅
く
ま

で
収
穫
で
き
ま
す
。

●
タ
マ
ネ
ギ

　
収
穫
前
で
す
。
ま
た
、こ
の
時
期
多
少
玉
が
小
さ
く
て
も
追
肥
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
持
ち
、
味
の
低
下
、
腐
敗
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

全
体
の
7
割
く
ら
い
が
倒
伏
し
た
ら
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
後
、
畑
に
1
日
く
ら
い
放
置

し
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
雨
の
心
配
の
な
い
日
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
ニ
ン
ニ
ク

　
収
穫
前
で
す
。
ト
ウ
が
立
ち
始
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ト
ウ
は
頂
部
が
曲
が
っ
た

こ
ろ
取
り
除
き
ま
す
。
そ
の
後
1
ヵ
月
後
が
収
穫
適
期
で
す
。
タ
マ
ネ
ギ
同
様
追
肥
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
ト
ウ
は
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
と
し
て
食
用
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
こ
と
わ
ざ

ト
マ
ト
（
柿
）
が
赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る

意
味
：
ト
マ
ト
は
栄
養
価
が
高
く
食
べ
る
と
体
が
丈
夫
に
な
る
。
病

気
に
な
る
人
も
減
り
医
者
が
困
っ
て
し
ま
う
例
え
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

　
由
布
市
を
貫
く
久
大
本
線
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
い
存
在
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
久
大
本

線
の
前
身
、
大だ

い
と
う湯
鉄
道
に
つ
い
て
、

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大だ
い
と
う湯
鉄
道
建
設
（
一
）

　
鉄
道
は
旅
客
や
貨
物
な
ど
を
大
量

に
輸
送
す
る
手
段
と
し
て
極
め
て
効

率
的
で
す
。
こ
の
た
め
、
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
の
新
橋
～
横
浜

間
の
開
業
を
皮
切
り
に
、
全
国
の
主

要
都
市
を
連
絡
す
る
鉄
道
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
鉄

道
の
敷
設
・
維
持
や
管
理
に
は
莫
大

な
費
用
が
掛
か
る
こ
と
、
ま
た
「
私

設
鉄
道
法
」
等
に
よ
り
私
鉄
の
開
業

は
原
則
と
し
て
官
設
鉄
道
と
同
規
格

と
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、

私
鉄
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
鉄
道
網
の
整
備
を
行
い
た
い
が
莫

大
な
経
費
を
か
け
ら
れ
な
い
政
府
は
、

鉄
道
の
建
設
条
件
を
緩
和
し
、
一
般

的
な
鉄
道
よ
り
規
格
が
小
さ
く
、
よ

り
安
価
に
建
設
で
き
る
「
軽
便
鉄

道
」
を
建
設
で
き
る
法
を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
各
地
に
軽

便
鉄
道
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
数
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
き

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

ま
す
。

　
大
分
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年

に
北
九
州
方
面
か
ら
の
鉄
道
が
大
分

市
に
開
通
す
る
と
、
海
岸
線
沿
い
に

軽
便
鉄
道
を
建
設
す
る
動
き
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
大
分
市
か
ら
大
分
川
沿
い
に
湯

平
方
面
へ
の
軽
便
鉄
道
の
建
設
が
計

画
さ
れ
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年

十
一
月
十
五
日
、
大
湯
鉄
道
株
式
会

社
に
対
し
、
軽
便
鉄
道
の
敷
設
が
許

可
さ
れ
る
の
で
す
。

特
別
展
「
大
湯
鉄
道
物
語
展
」

　
陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

大
湯
鉄
道
物
語
１
０
０
周
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

四
月
二
十
六
日
か
ら
特
別
企
画
展

「
大
湯
鉄
道
物
語
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
期
間
限
定
、
入
館
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

　
陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
７
７-

８
４-

２
６
０
４

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

教えて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　６月 7日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　６月 6日㈮ 午前９時～11時
湯布院庁舎　　６月18日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
土地の境界等、不動産全般に関すること ( 電話相談可能 )
庄内庁舎　　　６月 2日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
不動産、商業登記、成年後見等の法律相談
挾間庁舎　　６月10日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　６月18日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　６月 3日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言相談、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　６月20日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　６月13日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　６月 6日㈮ 午後１時～午後３時
問総務課総務係
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　６月１日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　６月１日㈰ 12：30～
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。７月開催で出店を希

望される方は６月20日までにお申し込みください。
（必着）

問大分エコライフプラザ（大分市福宗）
　☎097–588–1410

国民年金の加入方法
　国民年金は誰もが加入する制度です。
　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての方
は、国民年金に加入することになります。加入者は職
業などによって３つのグループに分かれており、それ
ぞれ加入手続きが異なります。

●第１号被保険者
　自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、
加入手続きはご自分で住所地の市町村役場の国民
年金担当窓口で行います。
●第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合
に加入されている方で、加入手続きは勤務先が行
います。
●第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、
加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して
行います。

問保険課（湯布院庁舎）
　☎0977–84–3111（内線330）
問大分年金事務所　☎097–552–1211

●軽自動車税　全期分
●入湯税　５月期分（４月分）
納期限　平成26年６月２日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは総務課（☎ 097–582–1111）までお問い合わせ
ください。
５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
庄/挾 挾

4 5 6 7 8 9 10
庄 庄/挾 挾

11 12 13 14 15 16 17
湯 湯 庄 庄/挾 挾

18 19 20 21 22 23 24
湯 湯 庄 庄/挾 挾

25 26 27 28 29 30 31
湯 湯 庄 庄/挾 挾

６
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

湯 湯 庄 庄/挾 挾
8 9 10 11 12 13 14

湯 湯 庄 庄/挾 挾
15 16 17 18 19 20 21

湯 湯 庄 庄/挾 挾
22 23 24 25 26 27 28

湯 湯 庄 庄/挾 挾
29 30

湯
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付け

はお取り扱いできません。

●５月１日現在の「人の動き」は６月号でお知らせします。

編
集
後
記

▼
新
し
く
な
っ
た
市
報
ゆ
ふ
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

ペ
ー
ジ
数
が
減
り
コ
ン
パ
ク

ト
に
な
っ
た
分
、
情
報
を
整

理
し
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る

こ
と
で
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
誌

に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
市

の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
か
）

▼
今
年
度
か
ら
広
報
担
当
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

初
体
験
と
い
う
状
況
で
す
。

取
材
道
具
を
た
ず
さ
え
好

奇
心
を
持
っ
て
由
布
市
を
駆

け
回
り
、
よ
り
良
い
市
報
を

作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
）《お詫びと訂正》市報ゆふ４月号で誤りがありました。

YUFUcity 情報広場13ページ「SPRINGイベント情
報」の庄内神楽定期公演で、出演「庄内原神楽座・中臣
神楽座」⇒「庄内原神楽座・阿蘇野神楽座」です。訂正
の上、お詫び申し上げます。

歴 史 民 俗 資 料 館 報
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日

梅
う め き

木 彰
あ き と

人くん
平成 25 年５月２日生　挾間町挾間

田
た き た

北 陽
ひ な の

向望ちゃん
平成 25 年５月 10 日生　庄内町野畑

佐
さ と う

藤　心
し ん

くん
平成 24 年５月 16 日生　挾間町高崎

甲
か い

斐 勇
い さ な

渚くん
平成 25 年５月 17 日生　挾間町挾間

長
な が た

田 陽
は る き

貴くん
平成 25 年 5 月 1 日生　挾間町向原

志
し み ず

水 咲
さ わ

和ちゃん
平成 24 年５月４日生　挾間町向原

塩
し お が ま

竃 あかりちゃん
平成 25 年５月 15 日生　湯布院町川上
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　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1111 内線208）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、市
報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。６月生まれの申込締切は５月20日㈫、７月生まれの申込締切は６月17日㈫です。

●記念試合　６月21日㈯ 午後７時キックオフ　vs愛媛ＦＣ
●優待価格　トリニータシート　一　般　通常当日価格2,500円 ⇒500円
　　　　　　　　　　　　　　　小中高　通常当日価格 700円 ⇒100円
●観戦方法　試合当日に大分県民と分かるもの（免許証、住民票、郵便物など

でも可）を西口・東口の特別優待特設テントに提示してください。特別優待
価格で入場チケットを購入できます。※事前の申し込み等は不要です。

★地域優待　記念試合とは別に、由布市民の方を対象とした地域優待事業も
あります。優待価格、観戦方法は上記と同様です。

●由布市の地域優待試合　５月18日㈰ 午後１時キックオフ　vs横浜ＦＣ
●問い合わせ　㈱大分フットボールクラブ
　☎097−554−2250（平日午前９時～午後６時）

大分トリニータを応援に行こう！
創設20周年記念ワンコイン特別優待のお知らせ

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　
　
♪
霧
が
ほ
ど
け
た　
あ
の
由
布
岳
に

　
　
　
祈
れ
ば
か
な
ら
ず　
ふ
た
り
は
ま
た
逢
え
る

　
　
　
お
酒
い
っ
ぽ
ん　
い
た
だ
き
ま
し
ょ
か

　
　
　
ね
え
あ
な
た　
命
あ
ず
け
た

　
　
　
恋
の
一
と
夜
を　
忘
れ
な
い

　
　
　
こ
こ
は
湯
布
院　
お
も
い
で
の
宿
♪

　
演
歌
歌
手
の
中
村
美
津
子
さ
ん
が
湯
布
院
を
歌
っ
た
「
思
い

で
の
宿
」
の
３
番
の
歌
詞
で
す
。
昨
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歌
番
組
を

な
ん
と
な
く
見
て
い
た
ら
こ
の
曲
が
歌
わ
れ
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
実
は
昨
年
９
月
、
大
分
で
新
曲
発
表
を
行
っ
た
後
、
わ
ざ

わ
ざ
こ
の
湯
布
院
に
来
て
乙
丸
公
民
館
で
皆
さ
ん
に
発
表
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
予
告
も
な
く
突
然
来
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
歌
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
メ
イ
ン
と
し
て

こ
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
に
は
〝
蛍ほ

た
る
み
ば
し

観
橋
〟
や

〝
辻
馬
車
〟
も
出
て
き
ま
す
。
こ
の
放
送
は
全
国
放
送
で
す
か

ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
見
て
お
ら
れ
た
と
思
う
と
う
れ
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
全
国
の
人
が
ま
す
ま
す
行
っ
て
見
た
い
と
思
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
み
ん
な
で
磨
き
を
か
け
な
く
て
は
ね
。　

　
そ
の
湯
布
院
の
温
泉
ま
つ
り
が
４
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
湯
布
院
の
躍
動
の
始
ま
り
で
す
。
温
泉
に
感
謝

す
る
「
献
湯
祭
」
の
後
の
開
会
行
事
で
、
今
年
の
市
の
Ｐ
Ｒ

を
託
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
の
認
定
式
を
行
い
ま
し
た
。
挾

間
町
出
身
の
小
野
薫（
22
）さ
ん
、
橋
野
真
実（
22
）さ
ん
を
認
定

致
し
ま
し
た
。
認
定
証
を
渡
し
な
が
ら
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
言
う
と
「
頑
張
り
ま
す
」
と
頼
も
し
い
応
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。
頼
み
ま
す
よ
！

　

わ
が
家
で
は
朝
早
く
か
ら
コ
ジ
ュ
ケ
イ
が
元
気
よ
く
、
い

や
、
け
た
た
ま
し
く
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

わ
れ
ら
も
活
動
開
始
で
す
ね
。

Ⓒ OITA F.C.
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